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１．始めに 

核融合原型炉開発のための幅広いアプロー

チ活動の中で国際核融合炉材料照射施設

(IFMIF)の工学実証・工学設計活動(EVEDA)は

2007年中旬から実施した。IFMIFは加速器施設、

Liターゲット施設、試験設備施設、照射後試験

施設などから構成する。本研究発表では Li タ

ーゲット施設と試験設備施設を主とした研究

開発において、国内の協力体制の下、日本が担

当した一連の工学実証試験や工学設計を良好

な結果を得て完遂した成果内容を報告する。 

 

２．リチウムターゲット系テーマの成果概要 

幅広いアプローチ活動の下で、世界最大のリ

チウム流量率を持つ EVEDA リチウム試験ルー

プを建設し、リチウムターゲット施設の工学実

証試験を実施した。幅 100 mm、厚さ 25 mm の

リチウムターゲットとして、片側に自由表面を

作り、湾曲した背面壁に沿って高速のリチウム

流(15 m/s)を 250oCにて 1300 時間以上の時間、

安定に流動させることに成功した。また、高速

液体リチウムターゲット表面の 3 次元分布を計

測するために新しい波高計測法としてレーザ

ープローブ法を開発し、リチウムターゲットを

実測した結果、表面の波の変動値は要求値であ

る±1 mm を十分に満足していることを明らか

にした。また、リチウム純化、遠隔操作技術な

どを含めた一連の工学実証試験の各課題を取

組み、数々の問題点を解決すると共に、リチウ

ムターゲット施設の工学設計を纏めた。 

 

３．試験設備系テーマの成果概要 

IFMIF は照射体積が約 13リットルであり、年

間 20 dpa を超える照射領域は 0.5 リットルで

あるため、その評価には微小試験片が必要であ

る。これらの試料を照射する高温用の照射モジ

ュールの工学実証と工学設計と実施すると共

に、F82H 鋼を用いて、高精度の計測と制御の下

で疲労、破壊靭性、き裂成長に関する微小試験

片の技術開発、及び照射後試験施設設計を実施

した。これらは国際的に大変高い評価を受け、

その結果、今後、核融合材料の微小試験片に関

する試験手順法や試験方法論を一般的に確立

させるためにはこれらのラウンドロビン試験

等による規格化の国際協力が大変重要である

ことが国際的に要望されている。 

 

４．纏め 

これらの成果はIFMIFなどの核融合用強力中

性子源施設の実現に向けた飛躍的な技術進歩

であり、日欧国際協力における成果として核融

合研究開発に大きく貢献したものである。 
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